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　（c）　中央語形専用について，もっとも低い率を示したのは，明37～大3年生
の男性であった010項目平均36．5％である。
　全体（100％）から，中央語形専用を除けば，残りは，地方語形専用併用の合計
である。すなわち，この年齢層の男性こそが，最も高率に，地方語形を答えてく
れたことになる（方言調査にもっとも適当な層か）。
　ちなみに・この年齢層の女性は，中央語形専用率，10項目平均37．0％であっ
た。最高年齢層では，同男性37．3％，女性4L4％である。最高年齢層の熱澗は，
意外に，地方語形を答えていない。
　第7図として，10項目平均，男女別，年齢層別，の中央語形の使用率を示して
おいた。
　7　学歴によって，中央語形の使用率はどう変わるか一最初に：述べたように．
この調査では，全体を，学歴の観点から，小中学校卒，高校・順中・旧高女卒，
大学・短大・旧高専卒）の3層に分けている1）。
鞭縞く嫡につれて沖蠕形の鯉率旧くな鋤顧甘甘論、動
・であろう・・禰当然の予想であ・・はたして灘の蠕率（10囎平均〉
結果も，いちおうその通りであった（第8図参照）。申
央語形専用併用の合計でみると，オンナの場合だけ，そ
うとも言えない結果が出ているが（使用率があまりに高
いことと関係があろう），他はすべて，学歴の高いもの
ほど中央語形をよく使っている。
　しかし，中央語形専用の率でみると，ことは簡単では
なさそうである。たしかに，ツユの場合のように，学歴
の高いものほど中央語形専用の率の高まるものもあるが
（他に：ハイ。キノコがある），むしろトーモロコシ　（小
中卒11％，高卒15％，大卒2％）のように，大学卒が，
他にくらべて最も低率となるものが昌立っている。シモ
ヤケ・コール・マブシイもそうである。
　タコ・コーリも，大学卒が最も低率ではないが，決し
て最高率ではない。
　10項陽の使用率を平均にみると，中央語形専用の率
は・小中卒41・　7％，高卒48．8％，大卒47．7％となる。
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1）以下・989名から・・」・学校中退6名，学歴糊19名，計25名を撫・て考える。
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　　　　　く第8図〉　学歴i別中央語形の使爾率
　　　　　　　　　　　　3本の’樺ほ，それぞ蕊左から，ノJ・中学俸繍嬬霧篇燕辱ブ◎
　　　　オタシココツハマキト10　　　　・iili　1・　ン導
　　　　ナコケリル・ユイイコン均
低学歴者がもっとも低いが，ここでも，大学卒業老は最高率でなく，ちょっとと
奇異に感じられる（専用併用合計の10項目平均は，小中卒68．6％，高卒79．0％，
二大：卒84．8％）G
　中央語形専用率は，ちょうど地方語形専用併用の合計の率の裏になっている，
と6の（c）で述べたことを，思い出していただきたい。中央語形専用率の低いこ
とは，すなわち，地方語形専用併用の合計の率の高いことを意味する。
　高学歴者は，i韮玉の無意識の行動（地方語形を普断使っていることをさす）を
反省して燃する能力が・搬にすぐ云鳳・るのではあるまいか。この層カミ地方
語形を多く答えるのは，恐らくそのためと考えられる（低学歴層が地方語形を多
く答えるのは，これは卜うまでもなく，彼らが地方語社会の担い手だからであろ
う）。
　中央語形併用（すなわち地方語形併用）のみをとりだして，学歴別にみて1◎項
目平均すると・小中卒26・9％・高卒30・2％，大卒37．4％となる。これも，高学歴
層が，時と所とを心得て，両語形をよく使い分ける習償を持つということのほか
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に，行動を反省して回答する能力がすぐれていることを意味するのであろう（第
9図参照）。
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　　〈第9図〉　学歴別申央語形・地方語形｛lf「一用の使罵率
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　最後に，反省を記して，稿を閉じる。
　1　このレポートでは，被調査者を，長岡市生まれ長岡市育ちの人に限った。
実は，これ以外の居住経歴を持つ652名の長岡市民についての資料もある。併せ
て分析すれば，さらに新しい発見があったかもしれない。
　2　情報を持ちながら分析し残したことは，ほかにもある。（a）使用率の低い
多くの地方語形。（b）被調査者の職業。（c）ザイ／ザエ，ハイ／ハエなどの音韻的
変種。（d）2形（以上）併用の場合の，薪／古，多／少などの区別。機会を得て，
分析結果を発表したいと考えている。（1964・10・4＞
